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1 目的

本研究の目的は，ソフトウェア共同開発における変更作業支援ワークフローモデル（CSW

モデル）を開発することである．この変更作業支援ワークフローモデルとは，変更要求を
受け入れるために定義された活動の系列である変更支援ワークフローを構築，管理するこ
とができる．
ワークフロー上の各活動では，成果物を新たに作成，または既存の成果物を変更する．
これは，ワークフロー上の各データ要素は，変更プロセスにおいて読み込まれ，変更さ
れ，作成される必要がある成果物を意味する．
修士研究では，異なるワークフロー間で共有するデータへの非制御アクセスによって生
じる問題を解決することに集中する．
ソフトウェア共同開発では，同時に多数のワークフローが実行される．もし，あるワーク
フローが他のワークフローで処理されている成果物を変更した場合，データの消失や一貫性
が保たれなくなるといった問題が発生し，システム全体の正確性に影響を与える．このよう
な問題を，無意識的な使用中データの変更（Unintentional Change in In-use Data:UCID）
ということにする．UCIDを，「あるデータ値の消失または，あるデータ要素が，異なるア
クティビティによる共有データへの非決定的なアクセスによってワークフロー設計者の意
思と異なた値を割り当てられた状況」と定義する．
まずはじめに，2種類の（潜在的な）UCIDパターンを特定する．同じワークフロー上の
アクティビティにより引き起こされるUCID（イントラUCID）と，異なるワークフロー
上のアクティビティにより引き起こされるUCID（インターUCID）である．続いて，潜
在的UCIDパターンの検出アルゴリズムを開発し，UCID問題の解消法を与える．最後に，
UCID理論をCSWモデルに適用し，各CSW間における共有データに関するエラーを検
出，解消する．

Copyright c⃝ 2010 by Phan, Huyen Thi Thanh

1



2 背景

落水研究室では，ソフトウェア共同開発における変更作業支援環境を構築することを目
的としている．CSWモデルを開発することは，この目的を達成するための大きな項目の
ひとつである．本研究の特徴は，変更要求を受け入れる際に必要となる作業を示したワー
クフローを生成することである．これにより，変更作業者は共同開発において安全かつ効
率的に変更作業を行うことができる．
もうひとつの大項目として，情報モデルの開発があり，先行研究にて構築された．こ
れは，UML図面間の依存関係を自動生成することができる．生成された依存関係は，各
CSWを生成するために利用する．

3 アプローチ

異なるCSW間における共有データへの非制御アクセスにより引き起こされるという問
題を，UCIDとしてモデル化する．もし，開発作業時にUCIDが発見されたら，システム
全体の正確性を保証するために修正作業をしなければならない．しかし，多数のワークフ
ローが並列実行されている共同開発では，修正作業はコストがかかる．そこで，本研究で
のアプローチは，ワークフロー作成時に潜在的UCIDパターンを検出することであり，開
発プロセスにおけるリスクを低減する．ワークフロー設計者は，早期の潜在的 UCID検
出により，システムのより包括的な視点が得られ，また，実行時エラーを避けるための処
理をすることができる．本アプローチでの仮定は，コントロールフロー（順序）とデータ
フローはワークフロー実行前に与えられているものとする．CSWモデルは，情報モデル
により生成された依存関係を利用して作成され，CSWの構造やデータが予め識別されて
いる．従って，これらの仮定を満たしていると言える．
まずはじめに，イントラ UCIDとインター UCIDでのUCIDを識別する．前者は同じ
ワークフロー内での並列作業における UCIDであり，後者は異たるワークフロー間での
UCIDである．アクティビティの全順序を観測し，UCIDパターンと照らし合わせること
により潜在的 UCIDを検出する．コントロールフローにより，同一ワークフロー内での
アクティビティの全実行順序は決定されている．しかし，コントロールフローによる情報
は，異なるワークフローでは役に立たない．ワークフロー作成時に，各アクティビティの
推定実行時間（最早開始時刻と最遅終了時刻）がわかったとすると，アクティビティ実行
時間特性を利用することにより，異なるワークフロー間でのアクティビティの全実行順序
がわかる．この仮定に基づき，時間とデータ要素を持つFW-Netの拡張として，このワー
クフローをタイムデータフロー（TDW）と呼ぶ．UCIDの解消に関しては，ペトリネッ
トの融合を用いることにより，UCIDを解消したワークフローを作成する．
UCID理論をCSWモデルに適用するために，TDWを用いてCSWをモデル化する．こ
れを実現するために，CSWのデータフロースケルトンを作成し，このスケルトンを基に
CSWを作成するアルゴリズムを開発する．この方法により，ワークフロー設計者は変更
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プロセスのスケジュール作成が容易になる．続いて，ワークフロー設計者はリソースや活
動時間の見積もりをすることになる．この見積もりから，各アクティビティの実行時間見
積もりが得られる．潜在的 UCID検出アルゴリズムにより，もし潜在的 UCIDが検出さ
れたら，本UCID解消法により，CSWにおけるデータや構造を調整することができる．

4 まとめと今後の課題

本研究は，CSWの構築と管理を行うことを目的としたCSWモデル構築の第一段階で
ある．本研究では，ソフトウェア共同開発における異なるCSW間の共有データへの非決
定的なアクセスにより生じるエラー解消法を提案した．

• UCIDとしてデータ異常を定義し，先行研究と照らし合わせ，RW/WWイントラ
UCIDだけでなく，RW/WW/UWUインター UCIDによっても発生する UCIDパ
ターンを考えた．

• ワークフローをモデル化するために，TDWを定義した．TDWはWF-Netを拡張し
たものである．

• 並列TDWマネジメントシステムにおける，潜在的イントラUCIDパターンと潜在
的インターUCIDパターンを検出するアルゴリズムを開発した．

• 潜在的UCIDの解消法を提案した．

• UCID理論のCSWモデルへの適用法を示し，CSW作成時に共有データに関するエ
ラーを検出するための方法を与えた．

今後の課題として，アルゴリズムの改良と CSWモデル固有の特徴に沿ったインター
UCID解消法の改良が挙げられる．これらの解決を次の目標としている．さらに，アクセ
スコントロール法や，CSW構築法，プラグイン開発といった，CSWモデルにおける未解
決問題に取り組む予定である．
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